
2009年度　SH情報文化研究会 講演 予定と記録

開催日 2009年4月1日 2009年8月1日 2009年8月4日 2009年9月16日 2009年11月15日

No 第60回 第61回 第62回 第63回

既開催／予定 開催予定 既開催 既開催 開催予定

開催テーマなどなどの

特記事項

■それゆけ、新年度 ! ■

「最新テクノロジーと芸術」

「民学コラボレーション

2009中間発表会」
「オープンソースと日本語プログラミングは社会イノベーションを起こせるか？」 　SIGEDU（ソフトウェア技術者協会教育分科会）とSH情報文化

研究会の共催フォーラム「教育の最前線」

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

と社内に準ずる人々

司会 飯箸泰宏 （1）民学コラボレーション2009につい

　て--ゼミ担当教師　飯箸泰宏

（2）前期ゼミ活動の報告--ゼミリーダ

　中原純

（3）前期「オッコセイ」の活動報告--

　気式会社起こせムーブメント（愛称=

　オッコセイ）社長　野村あや

（4）オッコセイ広報グループの活動報

　告--Gリーダ　桃北淳司

　メンバー　水野春奈・川原田雄飛・

　野沢慶・野村あや

（5）「輪っしょい」サイト担当グループ

　の活動報告--Gリーダ　田中庸妃

　　メンバー　山本ことみ・塩澤結花・

　　山内里紗

（6）学生アンケートグループの活動報

　告--Gリーダ　児島哲平

　メンバー　堤隼也・宮崎裕也・

　中原純

（その他）SH細山、星野etc.

【主催】情報コミュニケーション学会

【共催】次世代大学教育研究会

　　　　同オープンソース＆リソース戦略分科会

　　　　日本語プログラミング研究会

　　　　サイエンスハウス情報文化研究会

　　　　ｅラーニング戦略研究所

【後援】京都高度技術研究所(ASTEM)

【場所】京都高度技術研究所10階フロア

【第1部】イノベーション（10:00-12:50，プレゼンルーム）

山口栄一（同志社大学大学院）、末永啓一郎（城西大学）、阪井和男（明治大学）・栗山健（学研）

【第2部】オープンソース＆日本語プログラミング（14:00-17:00，プレゼンルーム）

まつもと　ゆきひろ「Rubyによるユーザおよび地域コミュニティとの連携」

飯箸泰宏「日本語プログラミング言語が直面する課題」

酒徳峰章（クジラ飛行机）「日本語プログラミング言語～事務処理での活用事例」

馬場祐人（早稲田大学）「日本語プログラミング言語「プロデル」が目指すもの」

岡田健「日本語プログラミング言語と抽象表現」

【第3部】パネルディスカッション（17:10-18:30，プレゼンルーム）

山口栄一（同志社大学大学院）、まつもと　ゆきひろ、酒徳峰章（クジラ飛行机）、飯箸泰宏（明治大学）

司会 飯箸泰宏・平野正喜

講演者と演題（２）

ゲスト

中本浩之（彩考電算システム）

「マイクロソフトの次世代開発環境Silverlightとは？」

飯箸泰宏（サイエンスハウス）

「君も私もメンヘラ -べてるの知恵を教育現場へ- 」（仮題例）

講演者と演題（３）

ゲスト

平野正喜（ランドッグ・オーグ、執筆者・講使）

「接続速度から見える国内インターネットの現状　～ 週刊コラム

【スピード速報】から見えるスピードデバイド ～」

講演者と演題（4）

ゲスト

古屋俊彦（明治大学・法政大学・国士館大学非常勤講師）

「芸術作品の成立と情報処理」

講演者と演題（5）

ゲスト

2008年度　SH情報文化研究会 講演 予定と記録

開催日 2008年4月28日 2008年6月14日 2008年9月27日 2009年1月5日 2009年2月2日

No 第55回 第56回 第57回 第58回 第59回

既開催／予定 既開催 既開催 既開催 既開催 開催予定

開催テーマなどなどの

特記事項

■2007日本語プログラミングコンテスト表彰式■ 創造的な問題解決の技法 ワークショップ

「日本語プログラミング」

新春・夢会議 ～学生参加型学習の実践～

　　「民学コラボレーション3」と「学生による教育改革提案」

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

と社内に準ずる人々

主催　2007日本語プログラミング

　　　　コンテスト連絡会

後援　日本語プログラミング研究会

　　　　SH情報文化研究会

　　　　明治大学情報基盤本部

司会　飯箸

①コンテスト連絡会座長（阪井教授）挨拶

②作者の皆さん（兼宗先生+クジラ飛行机さん+ゆうとさん+ゲスト

岡田さん）の挨拶

③後援研究会幹事（飯箸）挨拶

④表彰式

兼宗先生、クジラ飛行机さん、ゆうとさん

⑤懇親会

主催　第25回次世代大学教育研究

　　　　会

共催：明治大学情報基盤本部

後援：SH情報文化研究会

　　　　ｅラーニング戦略研究所

　　　　ｅエデュケーション総合研究所

1.家本修（大阪経済大学）

　　「高等教育の創生－破壊からの創

　　造－」

2.阪井和男（明治大学）

　　「カレッジ教育の再構築を目指して

　　　－TRIZへの期待－」

2)飯箸泰宏（明治大学）

　　「TRIZとの出会いと講師のご紹介」

3)中川徹（大阪学院大学）

　　「創造的な問題解決の技法

　　　TRIZ 入門」

4)懇親会

主催　情報コミュニケーション学会

　コーディネータ　阪井和男

　サブ・コーディネータ　飯箸泰宏

後援　SH情報文化研究会

　　　　明治大学情報基盤本部

参加言語作者（言語）

　　クジラ飛行机さん

　　岡田健さん

　　ゆうとさん

　　尾崎秀夫様

1.阪井和男先生のご挨拶

2.飯箸泰宏の挨拶

3.招待講演

　筧　捷彦（早稲田大学基幹理

　　　　　　　工学部情報理工学科）

　「日本語プログラミング―なぜ日

　本語か・なにが本質か・なにをな

　すべきか」

4.参加言語作者の実演・チュートリ

　アル

5.ユーザ事例報告

6.各言語ごとのブースでの実習と

　群がり討論

7.懇親会

1.飯箸泰宏（慶応・法政・明治・

　国士館大学、株式会社サイエ

　ンスハウス）

　「脳科学が拓く"知識の新分類"」

2.矢ヶ部一之

　「新境地、グーグル検索」

3.座談: 期待される情報文化の新

　　　　　展開（座主:飯箸・矢ヶ部）

4.懇親会

共催

SH情報文化研究会・次世代大学教育研究会

◆「民学コラボレーション3」◆

明治大学情報コミュニケーション学部問題発見飯箸ゼミ

　主たる発表内容

　　1.ゼミ活動の紹介（小関）

　　2.オッコセイの活動紹介（星野）

　　3.お祭りサイト「輪っしょい」の紹介（吉川・有泉）

　　4.アンケートサイトの紹介（巻田・成田）

◆「学生による大学教育のイノベーション」◆

　明治大学法学部阪井ゼミ

講演者と演題（２）

ゲスト

講演者と演題（３）

ゲスト

講演者と演題（4）

ゲスト

講演者と演題（5）

ゲスト

2005-2007年度　SH情報文化研究会 講演 予定と記録

開催日 2005年4月23日 2005年8月27日 2005年12月10日 2007年1月31日 2007年3月31日 2007年5月26日

No 第47回 第48回 第49回 第50回 第51回 第52回

既開催／予定 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

と社内に準ずる人々

飯箸泰宏：

（サイエンスハウス）

「情報組織学、事始め」

古谷直道：

（労協センター事業団）

「センター事業団のITビジネス」

飯箸泰宏：

（サイエンスハウス）

「組織破断限界シミュレーションの試み」

「民学コラボレーション学習」特集

1.はじめに

　飯箸泰宏（教師として）

2.企画（「お祭りネット共和国」）の概要

　田川勇輝（ゼミリーダ）

3.学生の企画

　神谷、小林、田川、花田、細谷

4.会社の成果

　鈴木（会社として）

5.総括

　細谷（ゼミ生として）

　籠谷（会社として）

「世界はネット共和国を目指す」特集 「障害者自立支援とIT教育」

講演者と演題（２）

ゲスト

廣澤晃一：

（明治大学）

「elerningの紹介-今と昔-」

飯箸泰宏：

（サイエンスハウス・労協センター事業団）

「成功するWEB店長の条件」

栗山健（学研編集部）

「良い組織・悪い組織」（仮題）

飯箸泰宏:

(サイエンスハウス、慶応大学・法政大学・明治大学講師)

「世界が向かう先～情報システムの課題～」

鈴木晴彦:（労協連合会理事）

障害者就労と社会的協同組合

講演者と演題（３）

ゲスト

矢ヶ部一之：

（跡見学園大学）

「パーソナル・セキュリティ」

渡辺元巳：

（アローシステムズ）

「企業情報システムの今後」

阪井和男（明治大学教授）

「組織変革におけるブルーオーシャン戦略」（仮題）

藤原博文:

タイムインターメディア

「OSSの利用からOSSの自主研究開発まで」

堀込真理子:（東京コロニー職能開発課長）

身体障害者の就労支援

講演者と演題（4）

ゲスト

富澤裕樹：

（サイエンスハウス）

「ASPの今後」

森素樹:

NECソフト

「JALCEDOへのご招待」(仮題)

服部恵:（グレイス代表）

重度障害者にたいするIT教育

講演者と演題（5）

ゲスト

上野和彦：

（サイエンスハウス）

「人材派遣業の今後」

開催日 2007年12月17日 2008年2月1日

No 第53回 第54回

既開催／予定 既開催 既開催

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

と社内に準ずる人々

2007年度忘年会

話題提供:（各15分）

川合雅志「お寺さんの新事業」（仮題）

後藤アキラ「これからの広告デザイン--講義録から」（仮題）

飯箸泰宏「仮想企業に取り組むゼミ活動の紹介と2007年度日本

語プログラミングコンテストの紹介」

その他（未定、飛び入り歓迎）

宴会

「民学コラボレーション学習2」特集

【共催】SH情報文化研究会

　　　　次世代大学教育研究会

【後援】明治大学情報基盤本部

仮想会社による学習実践～民学コラボレーション2～

　 0.学習実践の狙い　飯箸泰宏

　 1.ゼミ活動の時系列的紹介

　　中村ひとみ

　 2.前期の活動

　　・イノベーションのジレンマ

　　畠山拓也

　 ・問題発見能力を高める

　　石川雄也

　 ・社長の条件　溝上龍一

　 3.後期の活動

　 ・社長挨拶　石川雄也

　　・アンケートサイトの構築と運用

　　吉田統太

　 ・お祭りサイト運用支援

　　西山知之

　 ・サイエンスハウスとの関係

　　吉田卓磨

　 4.まとめ

　 5.質疑応答

【懇親会】夕刻ゼミコンパ

講演者と演題（２）

ゲスト

講演者と演題（３）

ゲスト

講演者と演題（4）

ゲスト

講演者と演題（5）

ゲスト

2004年度　SH情報文化研究会 講演 予定と記録

開催日 5月15日 6月26日 8月21日 9月18日 10月16日 12月18日

No 第41回 第42回 第43回 第44回 第45回 第46回

既開催／予定 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

と社内に準ずる人々

富澤裕樹：

（サイエンスハウス）

安価なVPN"SoftEther "の可能性と問題

矢ヶ部一之：

（跡見学園女子大学）

情報セキュリティの基礎知識-その1-

平野正喜：

（ランドッグ・オーグ）

「ケータイOS『BREW』の技術的背景とケータイビジネス最前線」

矢ヶ部一之：

（跡見学園女子大学）

情報セキュリティの基礎知識-その2-

日野春ちせ：

（コンピュータ・セキュリティ会社スタッフ）

「office氏事件と不正アクセス禁止法、それが及ぼしたセキュリ

ティ・コミュニティへの影響と危惧」

松本直樹：

（エンピレックス）

「利用者から見たインターネット販売」

講演者と演題（２）

ゲスト

上野和彦：

（サイエンスハウス）

「セールスレップ」はベンチャの救世主になるか？

高橋宏：

（JST、元東京大学教授）

地球の未来、人類の未来

河合宏昭：

（日本マックランド代表取締役）

「日本の食と農」

山下雅道：

（宇宙航空研究開発機構、もう一人の田中さん、ノーベル賞に最

も近かった人）

「タンバク質研究に貢献したマススペクトルの新技術」

飯箸泰宏：

（サイエンスハウス）

「石油文明の終わり-これからのシステムビジネスを考える-」

忘年会

飲み放題・食べ放題

講演者と演題（３）

ゲスト

服部恵：（グレイス）

「ＰＣスクールでWordを習って、Wordでビジネス文書が作成でき

ない」

一般のアプリケーション教育とビジネス実務におけるニーズの

ギャップ

平野正喜：

（ランドッグ・オーグ）

「スパム撲滅の秘策はあるか」

2003年度　SH情報文化研究会 講演 予定と記録

開催日 6月28日 8月23日 9月27日 11月15日 12月20日 1月24日

No 第35回 第36回 第37回 第38回 第39回 第40回

既開催／予定 既開催 既開催 既開催 既開催 予定 予定

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

と社内に準ずる人々

飯箸泰宏:

(サイエンスハウス)

人を知る、情報発見システム-EAI/データマイニング/部門間相

互公開-

馬場祐人：

（法政大学、学生）

日本語プログラム言語(TTSneo)の開発(仮称)

日本語プログラミングサミット

西川利男（元工業技術院）

岡田健（言霊、慶応大学）

クジラ飛行机（ひまわり、個人事業主）

馬場祐人（TTSneo）

片桐明（Mind、スクリプツ・ラボ）

（共催　明治大学SE技術研究会）

飯箸貴美子：

（サイエンスハウス）

「心の時代」の総務の役割

--組織心理学の理解と応用--

三橋昭和：

（ネット＆コンピュータエディタ）

疾風・怒涛の時代を駆け抜ける「国際編集者」の熱き魂

飯箸泰宏：

（サイエンスハウス）

わが街を学術都市に。

講演者と演題（２）

ゲスト

岩井富美雄:

(予防医療.com)

失敗から学びＷＥＢ事業に挑む

川合雅志：

（カワイデザイン）

低迷をぶっ飛ばす、発想力(仮称)

古友孝児：（東行社）

自作パソコンの失敗学、経営と人生と哲学 忘年会

飲み放題・食べ放題

満田正：

（NPO-MSCO）

提言「ＭＳＣＯ 地域自立に向けてのeまちづくり」

講演者と演題（３）

ゲスト

前田浩五郎：

（元筑波女子大学学長）

2003年地球の未来

阪井和男:

(明治大学)

組織文化の学習効果がもたらす戦略行動のカオス的遷移

矢ヶ部一之：

（跡見学園女子大学）

情報セキュリティ新時代を読み解く

菅原歓一：

（かがり火）

町おこし30年、現状と将来

開催日 5月15日 3月27日 4月17日

No 第41回 第42回 第43回 第44回 第45回 第46回

既開催／予定 予定 予定 予定 予定 予定 予定

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

富澤裕樹：

（サイエンスハウス）

上野和彦：

（サイエンスハウス）

鎌田哲郎：

（サイエンスハウス）

講演者と演題（２）

ゲスト

講演者と演題（３）

ゲスト

服部恵：（グレイス）

「ＰＣスクールでWordを習って、Wordでビジネス文書が作成でき

ない」

一般のアプリケーション教育とビジネス実務におけるニーズの

ギャップ

2002年度　SH情報文化研究会 講演 予定と記録

開催日 12月7日 3月1日 3月15日

No （1） （2） （3）

既開催／予定 第2回明治大学情報技術研究会・協賛

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

と社内に準ずる人々

矢ヶ部一之:

(独協医科大学)

転機を迎える大学の情報教育（仮）

富澤裕樹：

（サイエンスハウス）

WEB市場調査、実売データ収集の秘策

服部裕之：

（明大情報システム課）Private SIPサーバを用いたVoIP環境構

築の試み

飯箸　泰宏：

（サイエンスハウス）情報アーキテクチャの紹介

講演者と演題（２）

ゲスト

飯箸泰宏:

(サイエンスハウス)

コミュニケーションデザインの最新動向

西川利男：

（日本APL協会会長）

ＪとExcelとでSpiral（渦巻きパターン）

藤平　貴久：

（明大生田システム課）InterScan VirusWallを使った電子メール

のウィルスチェックサービス

矢ヶ部　一之：

（独協医科大学）アンケートと試験結果の比較

講演者と演題（３）

ゲスト

和田　格：

（明大和泉システム課）リアクションペーパーを活用した情報基

礎論授業活性化の試み
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開催日 3月31日 4月28日 5月26日 6月23日 7月28日 8月25日

No （1） （2） （３） （４） （５） （６）

既開催／予定 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

と社内に準ずる人々

飯箸泰宏:

(サイエンスハウス)

サイエンスハウス20年の歩み

西辻正和：

（サイエンスハウス）

無線LANの手法あれこれ

安藤陽太：

（サイエンスハウス）

ITS関係実験データの眠れない解析

NONG：

（サイエンスハウス）

暗号の仕組み

三木健：

（サイエンスハウス）

リアルタイムOSのあれこれ

古友孝兒：

（サイエンスハウス）

自作サーバの悪戦苦闘

講演者と演題（２）

ゲスト

岡田　学：

（シンフォニー）

コンピュータ入門（その4）。

遠藤英實：

（数理科学研究所）

診療報酬の適正化支援システム（仮）

大澤 康宏:（日本アイ・ビー・エム）

成功するＩＢＭ-ネットビジネスを中心に

遠藤英實：

（数理科学研究所）

パーソナル認証システムの実際

木原 寛:

（富士常葉大学）

これからの情報教育と大学におけるシステム構成

高尾 哲朗：

（イメージデザイン）

ゼロからのＭＳ-ＡＳＰ

その1

講演者と演題（３）

ゲスト

野部・谷本：

（サイエンスハウス）

電波理論の国際出版の苦労

小林　紘：

（ニューコン）

病院システムの実際（仮）

岡野 豊明：

（ユニシス）

機械学習「サポートベクター」の進展

西川利男：

 コンピュータ数学＝「組み合わせ論（Combinatorics)」のすすめ

開催日 9月22日 10月27日 11月24日 12月15日 2月2日

No （７） （８） （９） （１０） （１１）

既開催／予定 既開催 予定 お休み 予定 明治大学SE研究会との合同研究会

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

鎌田哲郎：

（サイエンスハウス）

歴史の霧に包まれた戦時中の生命保険

高尾 哲朗：

（イメージデザイン）

ゼロからのＭＳ-ＡＳＰ

その3

青野厚子：

（アスキング）

フィリピンのIT事情

遠藤英実：

（数理科学研究所）パーソナル認証システム

町田富夫:

(明治大学情報システム事務部生田システム課)

Linuxでのプログラム開発環境‐kylix‐について

講演者と演題（２）

ゲスト

高尾 哲朗：

（イメージデザイン）

ゼロからのＭＳ-ＡＳＰ

その2

松永茂春：

（東京アド）

マルチメディア時代のデザイン

忘年会

（参加費無料）

矢ヶ部：

（独協医科大学）

学生のベーススキルの変遷

服部裕之：

（明治大学情報システム事務部情報システム管理課）

「情報コンセント接続サービスにおける利用者認証」

講演者と演題（３）

ゲスト

中鉢：

（ニューメリック）

オブジェクト指向モデルの最新動向

-catalysis-

矢ヶ部一之：

（独協医科大学）

ハッカー・ウイルス対策と学生の意識

浅加・松澤：

（ニューメリック）

状態遷移図を主体としたWebアプリケーション作成ツールの開

発
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2000年度　開催日 3月25日 4月22日 5月27日 6月17日 7月29日 8月26日

No （1） （2） （３） （４） （５） （６）

既開催／予定 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

と社内に準ずる人々

飯箸泰宏：

（サイエンスハウス）

判断制御理論のやさしい解説

海保研：

（サイエンスハウス）

アプリケーションサービスプロバイダの構築

松本：

作者が語る－高ヒットをつづけるフィジーのホームページ－

飯箸泰宏：

（サイエンスハウス）

先端技術の民間移転（ＴＬＯ）の実践・問題

古友：

（東行社）

自作パソコン奮闘報告

飯箸貴美子：

（サイエンスハウス）

社内システムの整備実践・苦闘報告

講演者と演題（２）

ゲスト

岡田学：

（シンフォニー）

ネットワークゲームの現状と将来

飯箸：

（サイエンスハウス）

今が旬「女性向けサイト」の実際

間中幸代子：

（サイエンスハウス）

ASP（アプリケーションサービスページ）の技術の紹介

黒瀬：

システム構成管理の最新手法－USA、EUから日本へ－

瀬山美穂：

（明治大学講師）

インターネット犯罪について学生とともに考えたこと

藤原博文：

WEBのおもしろいこと教えます。

講演者と演題（３）

ゲスト

矢ヶ部一之：

（サイエンスハウス）

Ｗｉｎ２０００解剖学

菅原：

（新・浪漫亭）

ふるさと名人コンソーシアムへの期待

阪井和男：

（明治大学教授）

システム理論の最新動向

飯箸泰宏：

始まった電子選挙の時代。胎動する電子的民主主義。

開催日 9月30日 10月21日 11月25日 12月16日 1月20日 2月24日

No （７） （８） （９） （１０） （１１） （１１）

既開催／予定 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催 既開催

講演者と演題（１）

サイエンスハウス

岡田　学：

（シンフォニー）

コンピュータ入門（その3）。

西辻正和：

（サイエンスハウス）

ネットビジネス支援

--苦しみと楽しみ--

飯箸泰宏：

（サイエンスハウス）

「日本新生プラン」の意義と限界

忘年会
（構築したBSフジサイトの楽しみ方）

飯箸泰宏：

（サイエンスハウス）

マルチスレッドと因果律の破綻防止

西川利男：

（APL協会会長）

JAVAとJ言語入門

-その2-

講演者と演題（２）

ゲスト

大岩 元：

（慶応大学教授）

大学と民間とを結ぶ。

矢ヶ部一之：

（独協医科大学講師）

私立大学情報教育の現場から

矢ヶ部一之：

（独協医科大学講師）

私立大学情報教育の現場から--その2--

西川利男：

（APL協会会長）

JAVAとJ言語入門

-その1-

中鉢欣秀：

（ニューメリック）

あたらしい発手法XPについて

講演者と演題（３）

ゲスト

竹下宗一：

（三菱化学）

ダイオキシン対策教えます。

浜口勉：

（元外務省職員）

社会インターフェイスの重要性

向井三貴:

(明治大学講師)

労働省｢テレワーク」専門相談員として

海保 研：

（ニューメリック）

オブジェクト指向の最新事情-その1-

前田浩五郎：(元筑波女子大学学長)

スペイン電子化事情-日本との比較考証-
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